
平成２７年度事業報告

概 要

平成２７年度事業は、昨年度に引き続き川崎市、横浜市、相模原市、神奈川

県リハビリセンターの４か所において脊髄損傷者等及びそのご家族を対象にピ

アサポート相談会を実施いたしました。

平成２０年度の事業計画で「神奈川県リハビリセンターにおけるピアサポー

トモデル事業として、グループ相談会やロールモデルの派遣、個別訪問のピア

サポート活動などを、神奈川県支部のピアマネジャーや支部役員によって毎月

一回定期的に実施して行く」として、神奈川県リハビリセンター側と何度も話

し合いを持ちましたが、結局実現には至らなかった経緯があり、まずは県内４

か所から広く相談を受け付けることになり、全脊連神奈川県支部の役割の一つ

であるピアサポート事業が、広く県内の一般の脊髄損傷者を対象に本格的に始

まった４年目の取り組みとなりました。

もう一つの大きな支部の事業として、共同募金からの助成金事業として、医

療セミナー等の様々なセミナーを開催をしておりますが、２７年度は労災問題

と障害者総合支援法を取り上げました。労災の問題はなかなかわかりにくいこ

とが多いのですが、労災の専門家に詳しくお話を伺うことができ、納得できた

方が多いのではないかと思われます。又総合支援法も丁寧にお話しをしていた

だき、大変有意義なセミナーになりました。

また、その他支部が主催する催事や各協会が実施する催事は、会員やそのご

家族にも気軽に参加できるようにご案内して順調に行われました。

１、～あなたの力になれます～

脊髄損傷者のための相談会の実施

～あなたの力になれます～『脊髄損傷者のための相談会』の開催は、永年に

亘り脊髄損傷という重い障害と様々な困難を乗り越えてきた貴重な知識と豊富

な経験を持つ当事者が、同じ脊髄損傷者等の精神的な支援と社会生活に必要な

あらゆる情報を提供する相談会を実施し、脊髄損傷者が再び誇りある社会の一

員として活躍できるよう支援して行くことを目的に事業を実施しました。

主 催 全国脊髄損傷者連合会神奈川県支部

協 賛 一般社団法人 日本損害保険協会

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会



（１）相談会開催期日及び会場

第１回 相模原市けやき会館３階セミナールーム

平成27年 9月22日（日）13時00分～16時00分

第２回 すくらむ２１（川崎市男女共同参画センター）３階会議室

平成27年11月 8日（日）13時30分～16時30分

第３回 横浜ラ・ポール

平成27年11月11日（水）13時～15時

第４回 神奈川県総合リハビリテーションセンター４階会議室

平成28年 2月13日（土）13時～15時

（２）個別相談者 合計３名

第１回 相談者なし

第２回１名 Ａさん（男）５１歳 痙性対麻痺

第３回 相談者なしのため、勉強会を行う

第４回１名 Ｂさんご夫婦 ２０歳の頸髄損傷の息子の相談

＊その他個別相談

鶴巻温泉病院 Ｃさん（男）６５歳 脊髄損傷

（３）支部出席者 延べ１５名うちボランティア１１名

第１回２名 妻屋、赤城、ボラ２名

第２回４名 妻屋、澤藤、北島、山崎昇、ボラ３名

第３回２名 妻屋、赤城、ボラ２名

第４回７名 山崎昇、妻屋、赤城、路川みどり、澤藤、町田、宝子山、

ボラ４名

（４）個別相談会の内容

個別相談会を相模原市、川崎市、横浜市、神奈川リハセンター（厚木市）の

４か所で実施し、男性１名、男女２名の合計２組の相談を受けた。又、相談を

受ける支部役員は、延べ１５名でボランティア１１名であった。尚、横浜ラ・

ポールで行った相談会は、相談者ゼロであったため、ピアサポートの勉強会を

行った。

相談の内容はＡさん（男）痙性対麻痺の人からは、両杖での歩行が可能であ

るが、体力的に厳しくなっていることや、周囲の視線が気になることなどから、

車いすを利用することを考えている。自身はまれな障害であると言われている

が、同じような障害の人と接点を持ちたいという希望があった。



Ｂさん（ご夫婦）２０歳の交通事故で頸髄損傷になった息子さんの相談であ

ったが、大学途中での事故で、リハビリをして本人は大学へ復学したいといっ

ているが、リハビリで受け入れてくれる病院はあるのかなどの相談であった。

＊鶴巻温泉病院の個人ピアサポート Ｃさん

胸椎の１２番くらいの障害だが、奥さんがどうしていいかわからずにうろた

えていた。

脊損にしては状態もいい方だし、家のお風呂・トイレ等を改造すれば以前と

変わらずに暮らせることを伝えたところ、その後病院でトイレのリハビリを終

え、自宅に帰れたという連絡があった。

（５） 実施に当たっての所感

ピアサポート事業は、今回で４年目の実施となったが、今後、支部の定例活

動として継続していくには、更に相談者を増やすことが必要と考えている。そ

れには相談会の開催回数を増やすことと、開催のための広報活動をもっと活発

に広範囲に行っていくことが必要である。支部活動にはこのような課題がある

が、脊髄損傷者とその家族を対象とする相談会を神奈川県内に定着させ、普及

を促進することが私たち支部のためであり、県内の脊髄損傷者やそのご家族の

ためであると考えている。

２、共同募金助成のセミナーの開催

「脊髄損傷の労災補償」

講師 全国労働安全センター連絡会議 事務局長

古谷 杉郎 氏

最初に、毎年新規に労災と認定される人たちがどれくらいいるか、その中で

脊髄損傷の人がどれくらいいるか、２００４年以降の調査では、大体６５０人

前後いるということでした。

傷病年金で一番有名なものはじん肺と脊髄損傷ですが、じん肺は埃を予防す

るということで、全体数も減ってきているが、脊髄損傷の新たな該当者はそれ

ほど減っていない。それは転落事故や交通事故などの原因が多く、あまり減っ

ていないということである。

労災保険から給付を受けられるものとして、療養開始後１年６か月たっても

治らない時は傷病年金となり、障害が残った時は障害年金として給付を受ける

ことができる。

傷病年金の場合は労働者の請求によらず、国が職権で支給・不支給を決定す



るため、医師の診断書を添えて労働基準監督署へ提出しなければならない。

傷病年金、障害年金を受給しているもののうち、一定の障害で現に介護を受

けている場合は月単位で介護給付を受けられる。

また、遺族（補償）給付と言って、業務上の事由または通勤により死亡した

場合は、その遺族に対して労災保険から遺族補償給付が支給されます。

その他、葬祭料が支給されること等々わかりやすく話してもらいました。

「生活に生かす障害者総合支援法」

講師 全国脊髄損傷者連合会 神奈川県支部副支部長

澤藤 充教 氏

障害福祉サービスの利用について、障害者を対象としたサービスにはどうい

うものがあるか、市町村が行う自立支援給付にはどういうものがあるか、また

地域生活支援事業にはどういうものがあるかなどの説明がありました。

例えば、自立支援給付のなかでよく利用するのは、介護給付として居宅介護

（ホームヘルプ）、重度訪問介護等があり、訓練等給付として自立訓練、共同

生活援助（グループホーム）等がある。その他相談支援、利用の手続き、利用

者負担の仕組みと軽減措置、補装具の制度等など項目別に詳しくお話を聞くこ

とができました。

３、平成27年度支部総会の開催

開催日 平成２７年 ６月２１日（日）

場 所 フォーラム246 会議室

懇親会

支部定例総会 出 席 者 １２名

委任状提出者 ３８名

合 計 ５０名

「資格審査」

平成２7年度４月１日現在の支部会員数は９２名であり、会則第１０条２項

による総会成立の定足数は４７名以上となり、今総会は成立しました。

(総会議事)

議長の選任を諮り、川崎協会の田辺昌美さんを選任し、議事の審議へと進め

ました。山崎支部長、町田財政部長より平成2６年度事業と平成２６年度決算

報告及び路川みどり会計監査の監査報告が行われました。



第１号議案 平成２６年度事業報告

（１）脊髄損傷者のピアマネジャー現任研修会の開催報告

（２）平成２６年度支部総会の開催報告

（３）定例役員会の開催 第２２３回から第２２８回までの６回

（４）支部会報「やわらぎ」の発行 第９３号９４号の２回発行

（５）支部忘年会の開催報告

（６）共同募金活動への参加 相模原駅前、厚木駅前、横浜駅西口の３か所

（７）第１３回全国総会神奈川県大会出席

（８）関東ブロック会議群馬県大会出席 赤城副支部長が参加。本部から妻屋

代表理事が出席、付き添いを含め４名が参加

（９）協会活動報告 川崎、横浜、県央の各協会報告

（10）その他の活動報告 県内の各関係機関への参加活動報告

第２号議案 平成２６年度決算報告及び監査報告

（１）貸借対照表

（２）収支決算書

（３）平成２６年度監査報告書

（４）付属 地区協会決算報告書

以上、平成２６度事業報告、平成２６年度決算報告及び監査報告を一括審議

の結果全会一致で承認されました。

また、第３号議案の平成２７年度活動方針及び、川崎、横浜、厚木、相模原

市の４か所の公共施設においてピアサポート相談会の開催などの事業計画およ

び第４号議案の平成２７年度予算案は支部提案通り全会一致で承認されました。

・懇親会の開催

支部の懇親会は、会員をはじめそのご家族や友人も参加して相互の親睦

を深めることを目的に支部総会時に毎年開催しております。

今回も合わせて１３名が参加してカラオケやビンゴゲーム、料理を楽し

みながら歓談しました。

３、定例役員会の開催

神奈川県支部を運営して３７年目を迎えた平成２７年度も定例役員会は順調

に２か月に１回の割合で計６回開催しました。

役員会には、支部役員が毎回出席して支部活動に関する報告や企画、催事の

開催と調整などについて協議を行うなど、支部の運営はすべてこの役員会の合

議を経て維持されています。



役 員 会 開 催 日 開 催 会 場

第229回 平成27年 4月26日 相模原市「けやき会館」

第230回 平成27年 6月21日 伊勢原市「フォーラム２４６」

第231回 平成27年 8月23日 相模原市「けやき会館」

第232回 平成27年10月18日 相模原市「けやき会館」

第233回 平成27年12月12日 伊勢原市「フォーラム２４６」

第234回 平成28年 2月13日 神奈川リハビリセンター

４、支部会報「やわらぎ」の発行

平成２７年度「やわらぎ」の発行は、第９５号、第９６号、第９７号の３回

発行になりました。

第９５号は総会議案書。

第９６号は役員改選があり、新支部長の挨拶文、支部総会の報告、第１４回

総会大阪大会の報告、川崎協会のセミナー「確認しておきたい食事の基本」、

グラウンドゴルフ大会の報告、ユニバーサルタクシーで行く川崎工場、等が掲

載されています。

第９７号は川崎協会のセミナー「手軽にできるエクササイズ」の報告、「チ

ョコッとロンドン」の旅行記、ランチ会の報告、自動車無料点検等が掲載され

ています。

＊やわらぎ第９５号（総会議案書）………平成２７年６月 ４日発行

＊やわらぎ第９６号…………………………平成２７年８月２６日発行

＊やわらぎ第９７号…………………………平成２８年３月１４日発行

５、共同募金活動に参加

赤い羽根の共同募金は、民間社会福祉事業やボランティア・市民活動をはじ

めとする地域での支え合い活動を支援する資金となるとともに、募金活動を通

して市民に助け合いの心を普及する大きな意義を持っていると言われています。

支部では、毎年この活動に参加しています。

昨年度は、１０月１日に横浜駅西口で妻屋と赤城他１名が参加。相模原では

１０月５日に相模原市役所前で赤城が参加しました。

６、全国総会大阪府大会出席

全脊連の第１４回全国総会は、６月５日から６日までの日程で、大阪府ビッ

グ・アイにおいて開催され、全国から社員が出席しました。

支部から、山崎昇、妻屋、赤城、澤藤が出席しましたが、全員本部役員にな



っています。

総会は、２６年度事業報告、決算報告、監査報告、２７年度事業計画および

予算案についてなどの審議が行われ、すべて可決されました。その後大会スロ

ーガンの採択と次期全国総会を岡山県で開催することを決め、全国総会は終了

しました。

７、第３８回関東・甲信ブロック会議

埼玉県大会出席

関東地区の東京都、神奈川県、千葉県、群馬県、栃木県、埼玉県、長野県、

茨城県、山梨県の各支部が一同に会して、障害者福祉制度やバリアフリー環境

の問題点等について意見交換と情報交換と親睦を兼ねて、毎年持ち回りで開催

しています。

埼玉県大会は、１０月３日、ラフレ埼玉で開催され、支部から赤城と山崎昇

の２名が出席しました。妻屋は本部からの出席になりました。

８、脊損のピアマネジャー現任研修会に出席

開 催 日 平成２７年１１月１４日（土）

会 場 長野県 メルパルク長野

主 催 全国脊髄損傷者連合会 関東ブロック会

主 管 全国脊髄損傷者連合会長野県支部

支部出席者 妻屋・赤城の２名と付き添いを含め４名参加

・プログラム

講 演 「公的介護の支援賢い利用術」

マイステップ相談支援専門員 羽入田幸子さんの話がありました。

そのあと演習問題３例を行いました。

日本損害保険協会助成事業として全脊連が全国規模で毎年開催している関東

ブロックでの脊損のピアマネジャー現任研修会は、言うまでもなくピアサポー

ト活動を行う上で必要な技術と資質の向上を目的としていますが、各支部での

活動がもっと普及されることが大切であり、研修会の内容をさらに改善する必

要があると思われます。



９、障害者用自動車の無料点検サービスの

実施

１０月２４日神奈川県リハビリテーション病院、駐車場で実施

参加者４０数台の点検を行う

手動装置の付いた障害者用自動車は、移動制約者である私たちの行動範囲を

無限に広げてくれます。しかし、装置の点検をはじめオイル交換やタイヤ周り

など自動車自体の点検は、安全運転をするうえで不可欠となります。支部では

神奈川県の障害のある人の移動を支援する目的で、ＪＡＦ神奈川支部と（株）

ニッシン自動車工業の協力による無料で行う点検サービスを毎年１回神奈川リ

ハビリテーション病院の駐車場をお借りして実施しています。

１０、各協会報告

２７年度は、川崎、県央の各協会がそれぞれ催事を開催し、会員の皆様にご

案内し参加者を募りました。

（１）川崎協会

「手軽にできるエクササイズ」

開催日 平成２７年１１月２６日（土）

会 場 川崎市国際交流センター

講 師 高垣 茂子氏

参加者 ２０名

懇親会 ２３名

参加者はそれほど多くはありませんでしたが、当日はお天気にも恵まれ日ご

ろの運動不足を解消できた人が多かったようです。何よりも楽しみながら体を

動かせたので、年に１度はこういう企画があってもいいのではないかと思いま

す。そして皆さんも大いに楽しまれたようです。

１１、その他の活動

１、赤城支部長が県社協の２種・３種会議に出席しました。

２、路川体育部長は、神奈川県社会参加促進センターの委員として毎月の

会議に出席しました。


